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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
良
い
お
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
昨
年

社
協
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
心
温
ま
る
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し

て
、
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
時
代
の
要
請
に
答
え
な
が
ら

も
地
域
の
要
望
に
沿
っ
て
住
民
の
立
場
に
立
つ
事
業
を
展
開
す
る

社
協
と
し
て
は
大
変
充
実
し
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
認
知
症
高
齢
者
や
単
身
高
齢
世
帯
等
の
増
加
に
伴
い
、

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
も
、
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
た
め

の
日
常
的
な
生
活
支
援
（
配
食
・
見
守
り
等
）
を
必
要
と
す
る
方

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

み
な
ら
ず
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
間
企
業
等
の
多
様
な

事
業
主
体
に
よ
る
重
層
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

同
時
に
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
元
気
な
高
齢
者
が
生
活
支
援
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る

な
ど
、
高
齢
者
が
社
会
的
役
割
を
持
つ
こ
と
で
、
生
き
が
い
や
介

護
予
防
に
も
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
社
会
保
障
の
考
え
方
と
し
て
「
自
助
・
互
助
・
共
助
・

公
助
」
が
基
本
と
さ
れ
、
平
成
三
十
七
年
を
目
標
年
度
と
し
た

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
完
成
に
向
け
た
第
一
歩
と
い
う

位
置
づ
け
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分

で
行
う
自
助
を
原
則
に
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
前
に
、
地
域
の

互
助
の
推
進
、
そ
の
上
で
共
助
、
そ
れ
で
も
対
応
で
き
な
い
場
合

に
は
公
助
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

今
後
、
よ
り
住
民
相
互
の
助
け
合
い
や
交
流
の
輪
を
拡
大
し
、

共
に
支
え
合
う
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
が
社
協
の
使

命
で
も
あ
り
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
の
見
直
し
と
新
規
事

業
の
開
発
、
積
極
的
な
業
務
受
託
、
広
範
な
広
報
活
動
の
充
実
、

経
営
感
覚
を
持
っ
た
介
護
保
険
事
業
の
運
営
を
目
指
し
、
さ
ら
に

種
々
社
会
情
勢
を
勘
案
し
な
が
ら
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
役
職
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
意
識
を
持
ち
、

常
に
必
要
と
さ
れ
る
社
協
を
め
ざ
し
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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祉
協
議
会

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　今年の「12.9障害者の日記念事業」は、去る12月5日
（土）朝日ボウルにおいて午前の部・午後の部関係者を含め
120名の参加者を得て「ふれあいボウリング大会」を盛大
に実施しました。
　参加者は日頃からボウリングを楽しんでいる方や、久し
ぶりにボウリングをする方など様々でしたが、楽しい一時
を過ごしました。
また開催には、
稚内高等学校、
ボランティア、
稚内ボウリング
協会会員の方々
にご協力をいた
だきました。

　稚内市は、災害の少ない街ではありますが、「いつ何時」「災害は忘れたころにや
って来る」と言います。
　今年度は、３年目の最終年となり災害ボランティアセンターの運営補助スタッフ
や災害ボランティアリーダー、災害時に活動できるボランティアの養成と、平常時
からの組織力・地域力の向上を目的としてこの講座を開催します。

　開催日時　平成28年2月20日（土）10：00～15：00
　開催場所　稚内市総合福祉センター4階大ホール
　募集人数　60名
　参加対象　稚内市にお住まいの方で、災害ボランティアに興味があり、今後の講
　　　　　　座にも参加できる方。
　募集締切　平成28年2月12日（金）
　内　　容　⑴ 近年の様々な災害　　⑵ 災害ボランティアの役割

【お問い合わせ】稚内市社会福祉協議会ボランティアセンター
　　　　　　　　電話 24－1139（担当：防災士  橋堀）

4,390,603円

11月30日現在の実績額です。

「生活支援員」募集中！
　日常生活自立支援事業のサービスを提供していただく「生活支援員」を募
集しております。
●生活支援員の主な業務
　•福祉サービスについての情報提供や利用手続き。
　•金銭管理などの収支に関する助言。
　•金融機関などの窓口において、預金からの払い戻しや公共料金等各種支
　　払いを行います。
詳細につきましては、社会福祉協議会地域福祉係へご連絡をお願いします

ふれあいボウリング大会
が開催されました

災害ボランティア養成講座開催します災害ボランティア養成講座開催します

稚内市総合福祉センター・稚内市老人福祉センター
の年末年始休館について

ほほえみ通信ボランティアセンター情報誌

　年末年始の稚内市総合福祉センター・稚内市老人福祉センターの休館は下記
の日程ですので、お間違いのないようにお願いいたします。なお、1月6日（水）
からは通常会館となりますので、ご理解とご了承をお願いいたします。

休　　館　平成27年12月31日（木）から
　　　　　平成28年１月５日（火）まで
通常会館　平成28年１月６日（水）から　
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鬼志別支店

浜頓別支店

枝 幸 支 店

雄 武 支 店

中頓別支店

歌 登 支 店

豊 富 支 店

幌 延 支 店理事長　増　田　雅　俊

本　　店　☎23－5131

南 支 店　☎23－5141

北 支 店　☎23－4371

東 支 店　☎32－3651

富岡支店　☎33－5151

年金のお受け取りは
あなたの大切な年金は、ぜひ便利な当金庫の年金自動受取をご利用下さい。

で 天 塩 支 店

遠 別 支 店

利尻富士支店

利 尻 支 店

礼 文 支 店

旭 川 支 店

神 居 支 店

末 広 支 店

札 幌 支 店

清 田 支 店

琴 似 支 店

＊＊＊＊＊あたたかい善意ありがとうございました＊＊＊＊＊

＊今年もみなさんのあたたかいご協力に感謝申し上げます＊

ふくしフェスタにおいて、マーケットの益金の一部を福祉の為に役立てて欲しい
ふくしフェスタに役立てて欲しい
ふくしフェスタの益金を福祉の為に役立てて欲しい
緑第2町内会創立40周年記念を祝して、福祉の為に役立てて欲しい
学校祭でのバザーの益金を福祉の為に役立てて欲しい
福祉の為に役立てて欲しい
10月25日キタカラにて手作り作家の集まりの中でハンドメイドクラブの売上の一部を寄付いたします。
沼川民謡会チャリティーショーの収益の一部を福祉の為に役立てて欲しい
福祉の為に役立てて欲しい
チャリティーの益金を福祉の為に役立てて欲しい

・寄付をされた個人、または
　法人は確定申告によって寄
　附金控除が受けられます。
所得税法第78条第2項第3
号・法人税第37条第2項及
び第3項第3号

愛 情 銀 行
ふくしフェスタ開催事業
愛 情 銀 行
愛 情 銀 行
愛 情 銀 行
愛 情 銀 行
愛 情 銀 行
法 　 　 人
愛 情 銀 行
愛 情 銀 行

5,220
5,000
6,158
50,000
30,000
3,000
16,500
20,000
5,000

150,321

寄　　　付　　　理　　　由寄　　付　　先金額（円）氏　　　　　　　　　名

■金銭預託 税法上の特典

・掲載している、個人・企業
　名等については、寄付者に
　あらかじめ、氏名等の掲載
　について、ご了承を得てお
　ります。

個人情報保護について

平成27年9月1日～平成27年11月30日（敬称略）

稚内市老人クラブ連合会　会長 芳川政雄
富士見町内会　会長　杉本康治
たけのこの会　会長　山田和子
緑第2町内会　会長　安藤重治
稚内大谷高等学校　生徒会
匿名
ハンドメイドクラブ　会長　和田智恵美
沼川民謡会　代表　津田　　晃
匿名
稚内信用金庫

この中間報告は11月30日までの募金額です

赤い羽根共同募金中間報告赤い羽根共同募金中間報告

3,651,798円3,651,798円

ありがとうござ ました

円167,316円

目標額  5,875,000円目標額  5,875,000円

12月1・2日街頭募金の報告

円目標額  5,250,000円

戸別募金（町内会）
業　　種　　別　　募　　金
街　　　頭　　　募　　　金

個人･団体･空き缶･その他の募金

2,500,768円
835,000円
51,143円
264,887円

区　　　　　　　分 金　　　　　　額

歳末たすけあい募金歳末たすけあい募金速報


